
幼児の自然体験型環境学習プログラム

メッセージ

幼児 23 人 ／ 支援者 5 人

森･社寺林･
公園 山･里山 川 湖･池

田畑･
野原

園庭･
公園

プログラム名 風にのって　どこまでも
対象年齢 5歳児

ね
ら
い

はっぱは風にのって、色々な場所に落ちていくことに気づく

発見・体
感

できるこ
と

・はっぱの色・形・感触の違いに気づく
・風を感じる　　　　　　　　　　　　・自分で探し、発見する楽しさを味わ
う
・自然の音を感じる

参加者のめやす

実施時間 30分

フィールド

実施可能時期

自然を感じる
ためのヒント

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

０：００

０：０５

０：１５

０：２０

・グループごとに集まって
　説明を聞く
・カードとシールをもらう

・探しに行く

・グループごとに集めた
　ものを分ける

・自然の声を聞く

・期待が膨らむような話をする

・危険がないように見守り、すぐに対応できる
　ようにする
・子どもの思いに共感したり、発見を共に喜ぶ

・自分の発見を伝えたり、友だちの発見に気づ
　いたりできるように声を掛ける

・静かに声が聞けるよう雰囲気づくりをする

・ビニール袋×人数 ・シール

・白い布×４

・グループ札

・カード×人数

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

０：２１

０：２６

０：３１

０：３２

０：３５

・集めたはっぱで、聞こえ
　たものをイメージして作
　る

・グループごとに作ったも
　のを見せ合う

・作ったものを見立てて、
　とばす

・ふりかえり

・終了

・いろんな表現を受けとめる

・お互いの刺激を受けたり、認めあったりする

・風の流れを感じる
・はっぱが風に舞って、地面に落ちていく様子に
　気づけるよう声をかける

・はっぱが土に還る自然の流れを感じられるよう
　に話をする

【園や家庭へ帰ってから】
・落ち葉を飛ばすのと同様、紙飛行機を飛ばしてみる。
・グループ活動で、自然物を見つけたり、音の違いを感じたりする。
・見つけた葉っぱの種類を調べ、周辺の落ち葉を比べる。
・落ち葉で見立て遊びをする。

家庭で
・家の人と落ち葉のアクセサリーなどをつくる。

準備物・
教材等


